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１．背景
「萌芽・議論セッション」では，実験の結果ではなく，研究の意義やアプローチに焦点を当てた議論を行います．しかし，実験結果が無いと，論文を書くことが難しいと思います．この文書は，「萌芽・議論セッション」の発表希望者のうち，論文投稿時に実験結果が得られていない人を対象とした，論文の書き方を説明しています．各章のタイトルはそのままに，説明に従って文章を書いていけば，本セッションで議論する際に必要な情報をまとめることができます．書きづらい点があれば，各章のタイトルや内容を自由に決めて頂いて構いません．
レイアウト等の指定は，一般セッションの原稿雛形（テンプレート）を参考にして下さい．ただし，文字サイズについては，読みやすさのため，章題11p，本文10pと一般セッションよりも若干大きめに設定しています．
１章「背景」には，自身の研究で解決したい問題や，実現したい理想，明らかにしたい事柄について記載して下さい．ここに書かれた内容が，研究の意義（なぜその研究をすべきなのか？）を議論する材料になります．
２．先行研究
２章「先行研究」では，自身の研究に直接関連する先行研究や，１章で説明した「解決したい問題」や「実現したい理想」に取り組む類似の研究を紹介して下さい．また，それらの研究で出来ていること，出来ていないことを説明して下さい．
３．本研究のアプローチ
３章「本研究のアプローチ」では，自身の研究で，「どのように問題を解決しようとしているのか？」について説明して下さい．図を用いた説明が理想的です．実施することを説明するだけではなく，「なぜ〇〇を行えば，問題が解決すると考えられるのか？（理想の実現に寄与するのか？）」という「ねらい」についても忘れずに記述して下さい．また，先行研究との違いがあれば，それについても記載して下さい．
４．研究の進捗と今後の計画
４章「研究の進捗と今後の計画」では，自身の研究の進捗状況と今後の研究の進め方を書いて下さい．もし，予備実験などを行っていれば，その結果も示して下さい．
今後の計画では，今後，自身の研究として，やらなければならないことを列挙し，そのスケジュールを示して下さい．その際，研究を進めていく上で問題になりそうなことがあれば，それも記載して下さい．また，自身の研究の有用性を示すために，今後実施しようと考えている実験の条件や内容について記載して下さい．
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図1　本研究のアプローチ
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図2　予備実験の結果
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本研究のアプローチを説明するための図



































予備実験の結果など









